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◆ キーワード　石垣島川平／マユンガナシ／カンフツ／習得過程／ブリカタ

「
神
」
と
し
て
の
声
を
め
ぐ
る
実
践

―
石
垣
島
川
平
に
お
け
る
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
の
成
員
と
「
神
口
」
―

澤 

井　

真 

代

一　

は
じ
め
に

　

琉
球
列
島
の
南
西
端
に
位
置
す
る
八
重
山
諸
島
の
石
垣
島
川か
び
ら平
集
落
で

は
、
年
の
変
わ
り
目
の
儀
礼
に
お
い
て
、
生
身
の
人
間
が
成
り
代
わ
る
来

訪
神
「
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
（
真
世
加
那
志
、m
aiŋganasɨ
）」
が
現
わ
れ
る
。

マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
は
各
戸
訪
問
し
、
新
年
を
予
祝
す
る
唱
え
言
「
カ
ン
フ
ツ

（
神
口
、kaŋɸutsɨ

）」
を
唱
え
る
。
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
の
カ
ン
フ
ツ
は
従
来

の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
神
に
よ
る
一
人
称
の
律
文
に
文
学
の
発
生
を
見

る
「
文
学
発
生
論
」
の
観
点
か
ら（

１
）、「

文
学
の
原
形
」［
外
間　

一
九
九
五

　

三
〇
一
］、「
文
学
の
発
生
点
」［
谷
川　

一
九
九
一　

三
五
〇
］
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
主
に
カ
ン
フ
ツ
の
テ
キ
ス
ト
の
分
析
を

通
し
て
、「
文
学
発
生
論
」
に
お
け
る
カ
ン
フ
ツ
の
始
原
性
が
指
摘
さ
れ

て
き
た
の
だ
が
、
一
方
で
、
今
日
ま
で
の
川
平
社
会
で
カ
ン
フ
ツ
が
担
わ

れ
て
き
た
実
態
に
つ
い
て
は
追
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
の
カ
ン
フ
ツ
は
、
毎
年
の
儀
礼
で
声
と
し
て
発
せ
ら

れ
、
人
々
に
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
儀
礼
の
場
を
構
成
す

る
要
素
と
な
る
。
筆
者
は
こ
の
点
を
重
視
し
、
カ
ン
フ
ツ
の
実
態
を
、

川
平
に
お
け
る
担
い
手
の
知
識
と
実
践
に
即
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
指
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
す
で
に
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
を
迎
え
、
カ

ン
フ
ツ
を
聞
く
側
の
人
々
に
着
目
し
た
考
察
を
行
な
い
、
聞
き
手
達
が

各
々
の
立
場
に
応
じ
て
身
に
つ
け
て
い
る
カ
ン
フ
ツ
に
つ
い
て
の
知
識

を
も
っ
て
、
儀
礼
実
践
に
臨
ん
で
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
［
澤
井　

二
〇
〇
五
、二
〇
〇
八
］。

　

こ
れ
に
続
き
本
稿
で
は
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
と
し
て
カ
ン
フ
ツ
を
発
す
る

側
の
成
員
に
着
目
す
る
。
成
員
達
が
カ
ン
フ
ツ
を
習
得
す
る
過
程
を
検
討

し
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
の
カ
ン
フ
ツ
が
、
こ
れ
を
自
ら
の
声
で
唱
え
る
義
務

を
負
う
人
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
ば
な
の
か
、
考
察
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
カ
ン
フ
ツ
の
唱
え
方
と
し
て
の
声
に
つ
い
て
の
、
高
低

や
節
回
し
に
関
す
る
規
範
、
さ
ら
に
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
儀
礼
の
一
晩
の
間
、

成
員
を
制
約
す
る
声
に
つ
い
て
の
規
範
―
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
る
ほ
か
に
は

「
も
の
言
わ
ぬ
」
こ
と
―
に
着
目
す
る
。
先
行
研
究
に
は
、
儀
礼
の
過
程
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や
由
来
、
ま
た
カ
ン
フ
ツ
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
と

は
年
の
変
わ
り
目
に
他
界
か
ら
訪
れ
、
豊
穣
を
も
た
ら
す
神
で
あ
る
と
指

摘
す
る
も
の
が
数
多
い（

２
）。
こ
れ
に
対
し
本
稿
で
は
、
儀
礼
を
成
立
さ
せ
る

た
め
の
「
声
」
の
あ
り
方
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
の

象
徴
的
な
存
在
意
義
で
は
な
く
、
人
々
の
五
感
に
直
結
す
る
実
践
の
レ
ベ

ル
で
、
こ
の
神
が
人
々
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
神
で
あ
る
か
、
明
ら
か
に

す
る
。

　

な
お
本
稿
は
、
筆
者
が
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
開
始
し
た
、
川
平
の
年
間

の
儀
礼
に
お
け
る
歌
・
唱
え
言
・
発
話
に
着
目
し
た
調
査
の
う
ち
、
と
く

に
二
〇
〇
〇
、二
〇
〇
一
、二
〇
〇
三
、二
〇
〇
六
、二
〇
〇
七
、二
〇
〇
九

年
に
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
の
儀
礼
の
時
期
に
行
な
っ
た
調
査
に
基
づ
く
。

二　

マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
の
成
員
の
状
況

　

マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
の
儀
礼
は
、
か
つ
て
は
石
垣
島
の
北
部
か
ら
西
部
の
諸

集
落
で
行
な
わ
れ
て
い
た
が
（
牧
野　

一
九
八
七　

五
三
～
五
）、
現
在

は
川
平
集
落
の
み
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。
年
の
変
わ
り
目
の
儀
礼
「
節
祭

（
シ
チ
、ʃitsɨ 

）」
は
八
重
山
の
諸
集
落
で
行
な
わ
れ
る
が
、
川
平
で
は
節

祭
の
初
日
が
戊
戌
の
日
に
当
て
ら
れ
、
こ
の
日
に
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
儀
礼
が

行
な
わ
れ
る
。

　

マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
儀
礼
は
、
川
平
の
「
上
の
村
」
と
「
下
の
村
」
で
別
々

に
行
な
わ
れ
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
の
成
員
も
上
・
下
村
そ
れ
ぞ
れ
に
、
成
員

の
長
と
し
て
の
「
フ
ー
ム
ト
ゥ
（
大
元
、ɸuːm

utu

）」
の
も
と
に
集
め
ら

れ
て
い
る
。
成
員
は
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
儀
礼
の
由
来
伝
承
に
基
づ
き
、
戌

年
生
ま
れ
の
男
性
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
が
、
近
年
は
成
り
手
の
不
足
に

よ
り
、戌
年
生
ま
れ
で
は
な
い
成
員
が
多
い
。
し
か
し
フ
ー
ム
ト
ゥ
に
限
っ

て
は
、
必
ず
戌
年
生
ま
れ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

儀
礼
当
日
は
、
カ
ン
フ
ツ
の
す
べ
て
あ
る
い
は
大
部
分
を
唱
え
る
ム

ト
ゥ
（
元
、m

utu

）
と
、
ム
ト
ゥ
に
つ
き
従
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
カ
ン

フ
ツ
の
冒
頭
部
を
唱
え
る
ト
ゥ
ム
（
伴
、tum

u

）
の
二
人
一
組
で
各
戸
を

訪
問
す
る
。
カ
ン
フ
ツ
を
す
べ
て
覚
え
て
ム
ト
ゥ
を
つ
と
め
る
こ
と
を
、

「
ム
ト
ゥ
を
取
る
」
と
言
う（

３
）。
ム
ト
ゥ
が
年
輩
で
ト
ゥ
ム
が
若
輩
と
い
う

場
合
も
あ
る
が
、
カ
ン
フ
ツ
を
す
べ
て
覚
え
た
若
者
が
ム
ト
ゥ
を
取
り
、

先
輩
が
ト
ゥ
ム
と
し
て
若
い
ム
ト
ゥ
を
見
守
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
。

　

成
員
の
人
数
は
、二
〇
〇
〇
・
二
〇
〇
一
年
は
上･

下
村
と
も
四
組
八
人
、

二
〇
〇
六
・
二
〇
〇
七
・
二
〇
〇
九
年
の
調
査
時
は
、
上
の
村
は
四
組
八
人
、

下
の
村
は
三
組
六
人
だ
っ
た
。
か
つ
て
は
、
十
六
歳
に
達
し
た
男
性
は
誰

も
が
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
に
な
る
こ
と
を
希
望
し
た
と
い
う
が（

４
）、

第
二
次
世
界

大
戦
後
、
集
落
外
へ
の
転
出
者
の
増
加
や
、
農
業
以
外
の
仕
事
に
就
く
人

の
増
加
、
新
興
宗
教
の
流
入
な
ど
を
背
景
に
、
成
員
の
数
が
減
少
し
続
け
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

同
様
の
理
由
に
よ
り
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
を
迎
え
る
家
の
数
も
減
少
を
続

け
て
い
る
。
か
つ
て
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
家
が
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
を
迎
え

た
と
い
う
が
、
二
〇
〇
九
年
八
月
末
現
在
の
川
平
の
人
口
三
二
二
世
帯

六
三
三
人
に
対
し
、
同
年
十
月
の
儀
礼
で
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
を
迎
え
た
家
は
、

上
の
村
は
一
一
軒
、
下
の
村
は
一
二
軒
だ
っ
た
。
下
の
村
は
二
〇
〇
八
年
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の
一
五
軒
か
ら
三
軒
が
減
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
具
体
的
に
は
、

マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
に
応
対
す
る
当
主
が
高
齢
に
な
っ
た
こ
と
、
し
か
し
迎
え

る
技
術
に
長
け
た
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
が
、
主
な
理
由
と
し
て
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
儀
礼
の
規
模
は
今
日
ま
で
縮
小
を
続
け
て
い
る
が
、
成

員
の
中
に
は
、
本
儀
礼
の
存
続
と
継
承
へ
の
意
志
を
も
っ
て
カ
ン
フ
ツ
の

習
得
に
取
り
組
む
、
二
十
～
四
十
代
の
若
い
世
代
の
男
性
も
多
い（

５
）。

次
節

で
は
、
フ
ー
ム
ト
ゥ
ら
年
輩
者
が
、
そ
う
し
た
若
い
成
員
に
対
し
て
行
な

う
カ
ン
フ
ツ
に
関
す
る
指
導
の
内
容
を
挙
げ
な
が
ら
、
カ
ン
フ
ツ
が
成
員

達
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
、
人
の
声
に
よ
る
こ
と
ば
と
し
て
ど

の
よ
う
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
の
か
検
討
す
る
。

三　

カ
ン
フ
ツ
の
習
得 

―
カ
ン
フ
ツ
の
ブ
リ
カ
タ

　

①
カ
ン
フ
ツ
を
「
思
い
出
す
」
時
期

　
「
カ
ン
フ
ツ
は
長
い
の
で
、
覚
え
る
の
が
大
変
」
と
は
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ

シ
の
現
役
の
成
員
・
経
験
者
、
ま
た
成
員
の
家
族
も
含
め
、
多
く
の
人
が

言
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
カ
ン
フ
ツ
の
習
得
に
一

年
中
励
ん
で
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
、
旧
暦
の
七
月
は
仏
事

を
行
な
う
月
と
さ
れ
、
カ
ン
フ
ツ
を
口
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

成
員
達
は
、
旧
の
七
月
が
明
け
る
頃
か
ら
、
カ
ン
フ
ツ
の
こ
と
が
「
気

に
な
っ
て
く
る
」。
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
儀
礼
の
一
週
間
～
十
日
前
に
な
る
と
、

フ
ー
ム
ト
ゥ
の
家
に
集
ま
っ
て
本
格
的
な
練
習
を
行
な
う
。

節
祭
の
一
週
間
前
か
ら
、
毎
日
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
（
フ
ー
ム
ト
ゥ
の
家
）
で

練
習
。（
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
儀
礼
の
）
翌
日
は
、
も
う
忘
れ
て
る
。（
カ
ン

フ
ツ
を
）
し
ゃ
べ
れ
と
言
わ
れ
て
も
、
し
ゃ
べ
れ
な
い
。
ま
た
来
年
の

こ
の
時
期
に
な
っ
て
く
る
と
、
ず
ー
っ
と
自
分
の
頭
の
中
に
（
歌
詞
が
）

出
入
り
す
る
。
二
日
で
全
部
思
い
出
す
。

�

（
二
〇
〇
九
年
十
月
、
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
生
の
現
役
の
成
員
） 

　

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
成
員
は
、
毎
年
の
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
儀
礼

が
終
わ
る
と
カ
ン
フ
ツ
の
習
得
か
ら
い
っ
た
ん
離
れ
る
。
そ
の
後
半
年
以

上
経
っ
て
、
儀
礼
が
近
付
く
と
、
集
中
的
な
練
習
を
開
始
す
る
。
川
平
の

昔
な
が
ら
の
方
言
話
者
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
習
得
の
周
期
を
三
年
ほ

ど
繰
り
返
せ
ば
、
カ
ン
フ
ツ
を
す
べ
て
覚
え
た
と
い
う
。
一
方
、
昔
な

が
ら
の
方
言
を
聞
く
こ
と
は
で
き
る
が
話
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ

る
、
お
よ
そ
一
九
五
〇
年
生
以
降
の
世
代
に
な
る
と
、
個
人
差
も
あ
る
が
、

カ
ン
フ
ツ
の
習
得
に
は
六
～
七
年
か
か
る
と
い
う
（
二
〇
〇
九
年
十
月
、

一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
生
の
現
役
の
成
員
に
聞
く
）。

　

そ
れ
で
は
、
一
年
の
う
ち
の
限
ら
れ
た
期
間
に
行
な
わ
れ
る
カ
ン
フ
ツ

の
習
得
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
く
の
か
、
次
に
フ
ー
ム
ト
ゥ
の

家
に
お
け
る
練
習
の
経
過
を
見
て
い
く
。

　

②
フ
ー
ム
ト
ゥ
の
家
に
お
け
る
練
習

　

儀
礼
当
日
の
一
週
間
～
十
日
前
に
始
ま
る
、
成
員
達
が
集
ま
っ
て
行
な

う
練
習
は
、
必
ず
フ
ー
ム
ト
ゥ
の
家
の
「
一
番
座
」
で
行
な
わ
れ
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
一
番
座
と
は
、
そ
の
家
の
神
が
ま
つ
ら
れ
る

「
ザ
ー
ト
ゥ
ク
（
座
床
、dzaːtuku

）」
と
い
う
、
床
の
間
の
よ
う
な
空
間

を
そ
な
え
た
部
屋
で
、
客
間
と
し
て
使
わ
れ
、
節
祭
の
儀
礼
で
訪
れ
た
マ

ユ
ン
ガ
ナ
シ
も
、
多
く
の
場
合
に
こ
の
一
番
座
で
迎
え
ら
れ
る
。

　

成
員
達
は
、
一
番
座
に
置
か
れ
た
ち
ゃ
ぶ
台
を
囲
ん
で
、
フ
ー
ム
ト
ゥ

を
上
座
に
し
て
座
り
、
カ
ン
フ
ツ
を
練
習
す
る
。
ち
ゃ
ぶ
台
の
上
に
は
、

皿
に
盛
ら
れ
た
塩
が
置
か
れ
て
い
る
。
唱
え
合
わ
せ
の
間
、
成
員
達
は

時
々
、
塩
を
手
指
で
と
っ
て
口
に
入
れ
る
。
塩
を
な
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

｢

よ
く
タ
ン
が
出
た
声｣

、す
な
わ
ち
カ
ン
フ
ツ
に
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
る
、

低
く
て
よ
く
通
る
声
が
出
や
す
く
な
る
。

　

ち
ゃ
ぶ
台
の
上
に
は
、
カ
ン
フ
ツ
の
テ
キ
ス
ト
が
い
く
つ
か
広
げ
ら
れ

る
。
成
員
た
ち
は
個
々
に
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
る
が
、
そ
の
元
と
な

る
カ
ン
フ
ツ
の
台
帳
は
、
代
々
の
フ
ー
ム
ト
ゥ
が
木
箱
に
入
れ
て
一
番
座

に
保
管
し
て
い
る
。
練
習
の
間
、
台
帳
は
机
の
上
に
広
げ
ら
れ
、
成
員
達

は
随
時
カ
ン
フ
ツ
の
確
認
を
す
る
。
成
員
達
は
ま
た
、
こ
の
台
帳
を
書
き

写
し
た
自
分
の
ノ
ー
ト
を
、
自
分
の
座
る
前
に
広
げ
て
そ
れ
に
時
々
目
を

走
ら
せ
な
が
ら
練
習
す
る
場
合
も
あ
る
。

　

各
々
の
ノ
ー
ト
は
、
個
人
で
カ
ン
フ
ツ
を
練
習
す
る
時
に
も
、
文
言
を

覚
え
る
助
け
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
文
言
は
、
各
々
で
ノ
ー
ト
を
利
用
す

る
な
ど
し
て
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、
カ
ン
フ
ツ
の
節
回
し
は
、

一
人
で
は
練
習
し
な
い
ほ
う
が
い
い
と
言
わ
れ
る
。

自
分
一
人
で
は
ブ
リ
カ
タ
は
練
習
し
な
い
ほ
う
が
い
い
な
。（
一
人
の
時

は
）
た
だ
（
歌
詞
を
）
暗
記
し
て
、
歌
詞
だ
け
言
う
て
、
な
ら
っ
て
…

�

（
二
〇
〇
九
年
十
月
、
フ
ー
ム
ト
ゥ
か
ら
ト
ゥ
ム
へ
の
説
明
）

｢

ブ
リ
カ
タ
（
折
り
方
、burɨkata

）」
と
は
、
節
回
し
で
あ
る
。
ブ
リ
カ

タ
の
伝
授
に
関
し
て
は
、
今
日
ま
で
、
文
言
を
一
人
で
覚
え
る
時
の
ノ
ー

ト
の
よ
う
な
、
個
人
の
練
習
時
に
利
用
し
得
る
伝
承
媒
体
が
無
い
。
成
員

同
士
で
対
面
し
て
、
必
ず
先
輩
の
口
か
ら
習
う
べ
き
と
さ
れ
る
そ
の
ブ
リ

カ
タ
は
、
成
員
達
の
頭
の
中
の
み
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

③
練
習
の
一
場
面
―
区
切
り
な
が
ら
覚
え
る

　

カ
ン
フ
ツ
の
文
言
に
は
、
複
数
の
章
を
通
じ
て
共
通
す
る
定
型
句
が
あ

る
ほ
か
、
や
は
り
複
数
の
章
に
散
ら
ば
る
、
似
て
い
る
が
完
全
に
同
じ
で

は
な
い
文
句
も
あ
る
。
長
い
だ
け
で
な
く
、
油
断
す
る
と
間
違
い
や
す
い

詞
章
構
成
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
カ
ン
フ
ツ
は
難
し
い
と
さ
れ
る
。

　

同
様
に
ブ
リ
カ
タ
も
、
全
章
を
通
じ
た
共
通
性
も
確
か
に
あ
る
が
、
章

ご
と
に
微
妙
に
異
な
る
点
も
多
い
。
節
回
し
を
一
形
式
、
あ
る
い
は
数
形

式
覚
え
た
ら
そ
れ
が
す
べ
て
に
適
用
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
な
く
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
旋
律
の
微
妙
な
差
異
に
注
意
し
な
が
ら
、
唱
え
分
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
点
に
難
し
さ
を
も
つ
カ
ン
フ
ツ
の
習
得
は
、
フ
ー
ム
ト
ゥ
の

家
で
の
練
習
に
お
い
て
は
、
カ
ン
フ
ツ
を
区
切
り
な
が
ら
唱
え
て
は
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
、
繰
り
返
さ
れ
る
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
る
。
二
〇
〇
九

年
十
月
の
調
査
か
ら
、
下
の
村
の
フ
ー
ム
ト
ゥ
の
家
に
お
る
、
カ
ン
フ
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ツ
の
習
得
途
上
に
あ
る
一
人
の
ト
ゥ
ム
が
指
導
を
受
け
る
様
子
を
見
て

み
る
。

　

こ
の
ト
ゥ
ム
の
目
下
の
目
標
は
、
カ
ン
フ
ツ
の
冒
頭
の
「
果
報
の
年
」

か
ら
、「
田
原
」、「
麦
」、「
粟
」
ま
で
を
完
全
に
習
得
す
る
こ
と
で
あ
り
、ト
ゥ

ム
は
一
人
で
、
ま
た
フ
ー
ム
ト
ゥ
と
声
を
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
箇
所
を

繰
り
返
し
練
習
す
る
。
稲
以
降
は
、
他
の
ム
ト
ゥ
達
に
唱
和
す
る
か
た
ち

で
練
習
す
る
。

　

同
ト
ゥ
ム
は
、
こ
の
年
は
儀
礼
の
当
日
も
粟
ま
で
を
唱
え
、
稲
か
ら
は

ム
ト
ゥ
と
交
代
し
た
。
稲
の
章
は
、
カ
ン
フ
ツ
の
習
得
に
お
け
る
一
つ
の

山
で
あ
り
、
一
番
難
し
い
と
さ
れ
る
。

一
番
難
し
い
の
は
も
う
、
キ
ラ
マ
イ
シ
ヌ
グ
（
稲
）。
こ
れ
だ
け
、
一

番
難
し
い
か
ら
よ
。
そ
の
あ
と
キ
ン
（
黍
）、ハ
カ
マ
ミ
（
赤
豆
）、ハ
ッ

コ
ン
（
藷
）、
こ
の
四
つ
だ
け
覚
え
た
ら
、
残
り
は
短
い
か
ら
。（
粟
の
）

次
が
一
番
難
し
い
と
こ
ろ
さ
。
も
う
来
年
。

�

（
二
〇
〇
九
年
十
月
、
下
の
村
の
フ
ー
ム
ト
ゥ
か
ら
ト
ゥ
ム
へ
の
談
話
）

　

キ
ラ
マ
イ
シ
ヌ
グ
、
す
な
わ
ち
稲
の
章
は
、
稲
の
生
長
と
農
作
業
の
手

順
を
描
写
す
る
節
が
、
他
の
章
よ
り
も
数
多
く
入
り
、
独
特
の
儀
礼
的
表

現
が
次
々
に
展
開
し
て
い
く
長
い
章
で
あ
る
。
こ
の
キ
ラ
マ
イ
シ
ヌ
グ
を

唱
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
、
カ
ン
フ
ツ
へ
の
習
熟
の
一
つ
の
目
安

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

稲
よ
り
も
前
の
章
に
お
い
て
は
、
粟
の
章
が
難
し
い
。
麦
の
章
で
は
麦

の
作
り
方
と
し
て
、整
地
、種
ま
き
、結
実
の
過
程
が
描
写
さ
れ
る
一
方
で
、

粟
の
章
で
は
、
結
実
の
前
に
草
取
り
の
描
写
が
加
わ
る
の
で
あ
る（

６
）。

こ
の

よ
う
に
、
粟
が
よ
り
長
く
、
麦
が
短
い
章
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
フ
ー

ム
ト
ゥ
は
、「
麦
に
は
ウ
ル
ズ
ン
も
な
い
、
フ
サ
ト
ゥ
リ
も
な
い
」
の
で
、

す
ぐ
に
唱
え
終
わ
る
の
だ
と
説
明
す
る
。「
ウ
ル
ズ
ン
」「
フ
サ
ト
ゥ
リ
」

と
は
、
次
の
二
節
を
指
す
。

［
１
］
フ
サ
ト
ゥ
リ
ポ
ー
レ 

ニ
ー
バ
ギ
ポ
ー
レ
ヌ 

ナ
リ
タ
ビ
ミ
シ
ョ
ー

ラ
ー
バ
［
草
取
り
、
根
分
け
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
ら
（
草
取
り
を
し

表１　下の村のカンフツの章立てと内容

章
の
名
前

内　
　

容

（
果
報
の
年
）
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
が
神
の
国
か
ら
果
報
を
携
え
て
川
平
に

や
っ
て
来
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る

（
田
原
）

か
つ
て
川
平
の
人
々
が
耕
し
て
い
た
、
石
垣
島
北
西
海
岸

沿
い
の
平
久
保
半
島
か
ら
崎
枝
半
島
に
至
る
田
地
の
名
前

が
順
に
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
田
に
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
が

果
報
を
撒
い
て
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る

麦
・
粟
・
稲
・

黍
・
赤
豆
・

藷

六
種
の
作
物
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
整
地
～
収
穫
の
農
作

業
の
手
順
と
、
作
業
段
階
ご
と
の
成
功
が
述
べ
ら
れ
、
そ

の
結
果
の
豊
作
が
祈
念
さ
れ
る

果
報
の
年
、

新
し
い
年

訪
問
先
の
家
の
当
主
と
妻
の
健
康
と
長
寿
が
祈
念
さ
れ
る

子
孫
繁
昌

訪
問
先
の
家
の
子
孫
繁
栄
が
祈
念
さ
れ
る

牛
馬
繁
昌

訪
問
先
の
家
の
家
畜
の
子
沢
山
が
祈
念
さ
れ
る

貢
布

人
頭
税
時
代
（
一
六
三
七
～
一
九
〇
三
年
）
に
琉
球
王
府
へ

の
貢
納
品
の
一
つ
だ
っ
た
布
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
上
出
来
に

織
り
あ
が
る
よ
う
に
祈
念
さ
れ
る
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て
く
だ
さ
い
と
続
く
）］［
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
編　

一
九
七
六

　

一
二
六
頁
］

［
２
］
ウ
ル
ズ
ン
ヌ
ー
ユ
ー 

フ
カ
ー
ク
ー
ユ
ー
ヌ 

ナ
リ
タ
ビ
ミ
シ
ョ
ー

ラ
ー
バ 
フ
ー
プ
ー 

ン
ー
デ
ィ 

ダ
リ
プ
ー 

ン
ー
デ
ィ 

シ
ー
オ
ー
リ 

タ

ビ
ミ
シ
ョ
ー
リ
ー 
ト
ー
リ
ー
［
若
夏
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
ら
、
大
き

い
穂
が
出
て
、
垂
れ
穂
が
出
て
ま
い
り
ま
す
の
で
］［
川
平
村
の
歴
史

編
纂
委
員
会
編　

一
九
七
六　

一
二
五
～
六
頁
（
７
）］

　
「
フ
サ
ト
ゥ
リ
」
と
「
ウ
ル
ズ
ン
」
の
二
節
が
あ
る
分
、
麦
よ
り
も
難

し
い
粟
の
章
を
完
全
に
覚
え
る
こ
と
が
、
先
の
ト
ゥ
ム
に
と
っ
て
目
下
、

一
番
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
ト
ゥ
ム
に
対
し
て
フ
ー
ム
ト
ゥ
は
、
粟
の
章

を
「
フ
サ
ト
ゥ
リ
」
の
前
と
後
に
分
け
て
繰
り
返
し
練
習
さ
せ
、
と
く
に
、

「
フ
サ
ト
ゥ
リ
」
以
降
を
何
度
も
繰
り
返
さ
せ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
カ
ン
フ
ツ
は
、
全
体
と
し
て
見
る
と
稲
の
章
の
以
前
と

以
後
が
大
き
な
分
か
れ
目
で
あ
り
、
稲
の
章
以
前
で
は
粟
の
章
が
習
得
の

山
場
で
、
粟
の
章
で
は
「
フ
サ
ト
ゥ
リ
」
の
節
が
区
切
り
目
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
よ
う
に
、
大
小
の
区
切
り
が
、
カ
ン
フ
ツ
へ
の
習
熟
者
に
は
認

識
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
区
切
り
に
沿
っ
て
、
ブ
リ
カ
タ
の
指
導
が
進
め
ら

れ
て
い
く
。
で
は
次
に
、
ブ
リ
カ
タ
の
指
導
の
一
例
を
見
て
み
る
。

　

④
ブ
リ
カ
タ
の
一
例

　

先
に
も
ふ
れ
た
が
、
一
部
の
定
型
句
を
除
い
て
、
カ
ン
フ
ツ
の
細
部
ま

で
通
じ
る
よ
う
な
ブ
リ
カ
タ
の
規
則
性
と
い
う
も
の
は
な
い
。
た
と
え
ば

同
じ
単
語
で
あ
っ
て
も
、
章
が
違
え
ば
ブ
リ
カ
タ
も
異
な
る
場
合
も
多
い
。

そ
う
し
た
ブ
リ
カ
タ
は
、
下
の
村
で
は
フ
ー
ム
ト
ゥ
に
よ
っ
て
、
習
得
中

の
ト
ゥ
ム
が
唱
え
た
端
か
ら
間
違
え
た
箇
所
を
指
摘
し
て
直
し
て
い
く
と

い
う
か
た
ち
で
、教
授
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
時
、ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
フ
ー

ム
ト
ゥ
が
「
正
し
い
」
ブ
リ
カ
タ
を
言
っ
て
聞
か
せ
る
の
み
だ
が
、
次
の

例
に
関
し
て
は
、
文
言
の
意
味
と
関
わ
ら
せ
て
説
明
が
施
さ
れ
る
。

「
フ
ー
プ
ー
」
は
、「
大
き
な
プ
ー
」
と
い
う
意
味
を
こ
め
て
。
大
き
く

見
せ
る
よ
う
に
、（
声
を
）
下
げ
る
。

（
二
〇
〇
九
年
十
月
、
下
の
村
の
フ
ー
ム
ト
ゥ
か
ら
ト
ゥ
ム
に
向
け
て

の
説
明
）

　

こ
の
指
導
は
、
先
に
掲
げ
た
粟
の
節
の
う
ち
の
、［
２
］
の
中
の
文
句
、

｢

フ
ー
プ
ー
」
つ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
粟
だ
け
で
な
く
、
麦
の

章
に
も
「
フ
ー
プ
ー｣

は
出
て
く
る
の
だ
が
、
麦
で
出
て
く
る
と
き
に
は

と
く
に
こ
の
指
導
は
さ
れ
ず
、
粟
の
中
で
「
フ
ー
プ
ー
」
を
唱
え
る
時
に

い
つ
も
、「
大
き
な
」「
大
き
い
」
と
い
う
意
味
を
こ
め
て
、「
フ
ー
」
の

声
を
下
げ
る
の
だ
と
い
う
指
導
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
細
部
に
お
い
て
少
し
ず
つ
異
な
る
ブ
リ
カ
タ
を
、
成
員

達
は
、
先
輩
と
対
面
し
て
教
授
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
に
つ
け
て

い
く
の
で
あ
る（

８
）。
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四　

カ
ン
フ
ツ
と
音
感

　

前
節
で
見
た
カ
ン
フ
ツ
の
練
習
の
場
で
は
、
カ
ン
フ
ツ
の
「
ブ
リ
カ
タ
」

す
な
わ
ち
節
回
し
に
関
す
る
指
導
が
、
ム
ト
ゥ
か
ら
ト
ゥ
ム
へ
の
指
導
の

大
部
分
を
占
め
る
。
先
輩
と
の
対
面
で
の
み
、
教
授
さ
れ
る
ブ
リ
カ
タ
は
、

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
全
章
を
通
じ
た
共
通
性
と
と
も
に
、
章
ご
と
の

微
妙
な
差
異
が
あ
る
点
で
、
簡
単
に
習
得
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
ブ
リ
カ
タ
を
有
す
る
カ
ン
フ
ツ
の
習
得
に
向
く
人
と
は
、
音
感

の
良
い
人
で
あ
る
と
、
人
々
は
言
う
。

　

川
平
で
は
し
ば
し
ば
「
歌
が
う
ま
い
人
は
カ
ン
フ
ツ
も
上
手
だ
」
と
言

わ
れ
る
。
反
対
に
、「
自
分
は
音
痴
な
の
で
カ
ン
フ
ツ
は
苦
手
だ
」
と
い
っ

た
こ
と
も
よ
く
言
わ
れ
る
。
前
節
で
見
た
練
習
の
場
で
も
、
参
加
し
て
い

た
ト
ゥ
ム
の
一
人
に
つ
い
て
、
音
感
が
と
て
も
良
く
カ
ン
フ
ツ
の
の
み
こ

み
が
速
い
と
い
う
こ
と
が
何
度
も
言
及
さ
れ
て
い
た
。

［
ト
ゥ
ム
の
一
人
］
は
、
キ
ラ
マ
イ
シ
ヌ
グ
は
今
年
は
ま
だ
（
唱
え
ら

れ
な
い
）。
で
も
ブ
リ
カ
タ
は
上
手
だ
よ
。
人
が
言
っ
て
る
の
聞
い
た

ら
逃
が
さ
な
い
さ
ね
。
頭
に
お
さ
め
て
、
そ
し
て
言
え
っ
て
い
っ
た
ら

す
ぐ
言
う
か
ら
よ
。
言
う
の
は
上
等
に
言
う
さ
。
め
ず
ら
し
い
な
ー
、

一
回
（
フ
ー
ム
ト
ゥ
が
、
カ
ン
フ
ツ
を
）
言
っ
た
ら
、
み
ん
な
の
み
こ

ん
で
る
か
ら
よ
。
歌
詞
は
分
か
ん
な
く
て
も
音
感
が
あ
る
か
ら
、
そ
の

音
に
乗
し
て
や
る
（
唱
え
る
）
の
上
手
よ
。［
そ
の
ト
ゥ
ム
］
の
お
父

さ
ん
は
お
店
で
サ
ン
シ
ン
を
弾
く
人
で
、
お
兄
さ
ん
は
笛
の
名
手
だ
か

ら
、
血
筋
と
い
う
の
は
め
ず
ら
し
い
ね
ー
。

�

（
二
〇
〇
九
年
十
月
、
下
の
村
の
フ
ー
ム
ト
ゥ
か
ら
成
員
へ
の
談
話
）

　

こ
の
よ
う
に
、
カ
ン
フ
ツ
を
習
得
中
の
一
人
の
ト
ゥ
ム
に
つ
い
て
、
血

筋
も
持
ち
出
さ
れ
て
、
音
楽
の
素
質
が
あ
り
カ
ン
フ
ツ
の
の
み
こ
み
が
速

い
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ト
ゥ
ム
に
つ
い
て
下
の
村
の

フ
ー
ム
ト
ゥ
は
し
ば
し
ば
、
五
十
年
間
フ
ー
ム
ト
ゥ
を
つ
と
め
て
き
た
が
、

こ
の
よ
う
に
ブ
リ
カ
タ
を
目
の
前
で
す
ぐ
に
覚
え
て
そ
の
場
で
唱
え
て
み

せ
る
人
は
初
め
て
だ
と
、
驚
き
な
が
ら
話
し
て
い
た
。
こ
こ
で
、
カ
ン
フ

ツ
の
習
得
の
う
え
で
、
重
要
視
さ
れ
る
音
楽
的
要
素
は
、
実
践
の
場
に
お

い
て
は
、
カ
ン
フ
ツ
に
特
徴
的
に
そ
な
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
以
上
に
、

次
の
よ
う
に
カ
ン
フ
ツ
の
適
切
な
実
現
を
た
す
け
る
側
面
が
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
先
の
談
話
で
「
そ
の
音
に
乗
し
て
や
る
（
唱
え
る
）
の
上

手
よ
」
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
る
時
、
音
に
乗
せ
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
カ
ン
フ
ツ
の
一
節
が
出
て
く
る
と
い
う
よ
う
な
、
旋
律
が

次
の
一
節
を
呼
び
起
こ
す
側
面
が
あ
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。

（
儀
礼
当
日
の
本
番
で
）
自
分
の
ブ
リ
カ
タ
が
変
に
な
っ
て
お
っ
た
ら

よ
、
次
の
が
起
こ
せ
な
い
さ
。
流
れ
が
ち
が
っ
て
く
る
か
ら
よ
。
ま
ち

が
っ
た
な
ー
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
そ
の
前
か
ら
ま
た
起
こ
し
て
い
け
ば

（
よ
い
）。
た
ー
だ
考
え
て
お
る
の
で
は
な
く
。
自
然
と
出
て
く
る
か
ら
。

あ
ん
だ
け
練
習
し
た
ん
だ
か
ら
。
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�

（
二
〇
〇
九
年
十
月
、
下
の
村
の
フ
ー
ム
ト
ゥ
か
ら
成
員
へ
の
説
明
）

　

ブ
リ
カ
タ
を
間
違
う
と
次
の
歌
詞
が
出
て
こ
な
く
な
る
が
、
歌
詞
を
た

だ
思
い
出
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
少
し
前
か
ら
正
し
い
ブ
リ
カ
タ
で

や
り
直
せ
ば
、「
自
然
と
」
次
の
歌
詞
が
出
て
く
る
と
、
フ
ー
ム
ト
ゥ
は

説
明
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
カ
ン
フ
ツ
の
ブ
リ
カ
タ
は
、
規

則
的
な
繰
り
返
し
で
は
な
く
、
全
体
を
通
じ
て
差
異
に
富
み
、
そ
れ
ゆ
え

そ
の
習
得
に
は
困
難
が
伴
う
。
し
か
し
そ
の
差
異
を
ふ
ま
え
て
ブ
リ
カ
タ

を
習
得
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
、
や
は
り
単
調
な
繰
り
返
し
で
は
な
い
、

全
体
に
お
い
て
そ
の
箇
所
に
固
有
の
文
言
の
流
れ
を
、
記
憶
の
う
え
に
呼

び
起
こ
す
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る
。

　

以
上
で
は
、
成
員
が
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
る
声
を
め
ぐ
り
身
に
つ
け
る
事

柄
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
次
に
、
成
員
の
、
一
晩
の
儀
礼
を
通
し
て
の
神

と
し
て
の
ふ
る
ま
い
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
る
、
声
の
規
範
に
つ
い
て
、

二
〇
〇
九
年
十
月
の
儀
礼
前
日
の
打
合
せ
の
場
か
ら
、
見
て
い
く
。

五　
「
神
は
も
の
言
わ
な
い
」

　

儀
礼
の
前
日
に
は
、上
の
村
と
下
の
村
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、全
成
員
が
フ
ー

ム
ト
ゥ
の
家
に
集
ま
っ
て
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
合
わ
せ
る
。
こ
の
唱
え
合
わ

せ
に
つ
い
て
、
成
員
達
は
「
カ
ン
フ
ツ
［
を
］
ツ
ラ
ス（

９
）」

と
言
う
。
こ
の

場
で
は
全
員
で
、
カ
ン
フ
ツ
の
全
章
を
、
本
番
と
同
様
に
「
ン
ン
ー｣

と

い
う
発
声
を
入
れ
な
が
ら（

（（
（

、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
通
し
て
唱
え
る
。

　

カ
ン
フ
ツ
の
唱
え
合
わ
せ
の
後
は
、
翌
日
に
向
け
た
具
体
的
な
打
ち
合

わ
せ
が
行
な
わ
れ
る
。
ト
ゥ
ム
と
ム
ト
ゥ
の
組
み
合
わ
せ
と
、
各
組
の
訪

問
順
の
決
定
、
ま
た
、
儀
礼
の
最
後
に
歌
う
道
歌
の
練
習
な
ど
が
行
な
わ

れ
る
。
そ
う
し
た
打
ち
合
わ
せ
の
合
間
に
、
神
装
の
た
め
の
持
ち
物
の
確

認
、
ま
た
訪
問
先
の
家
で
饗
応
さ
れ
る
時
の
、
神
と
し
て
の
仕
草
や
作
法

の
確
認
が
な
さ
れ
る
。

　

カ
ン
フ
ツ
の
唱
え
合
わ
せ
と
、
そ
の
他
の
事
項
の
打
ち
合
わ
せ
が
終
わ

る
と
、
そ
の
場
を
閉
め
る
に
あ
た
っ
て
、
フ
ー
ム
ト
ゥ
が
川
平
の
昔
な
が

ら
の
方
言
を
ま
じ
え
て
、
成
員
達
に
明
日
の
「
心
が
け
」
を
述
べ
、
成
員

達
は
正
座
し
て
こ
れ
を
聞
く
。
練
習
や
打
ち
合
わ
せ
の
時
間
を
通
じ
て
、

フ
ー
ム
ト
ゥ
は
若
い
成
員
達
を
前
に
大
部
分
の
会
話
を
標
準
語
で
行
な
う

が
、
こ
の
締
め
く
く
り
の
こ
と
ば
は
川
平
方
言
が
主
で
あ
る（

（（
（

。

ケ
ー
ラ
ネ
ー
ラ　

マ
イ
ダ
ン　

ニ
ー
フ
ァ
イ
ユ
ー　

マ
ヤ
ー
ヨ
ー
ン　

ハ
ッ
ツ
ァ
ー
ヨ
ー
ヌ
コ
ト　

ユ
ー
ナ
リ　

ダ
チ
ゥ
ケ
ン
ヤ　

コ
コ
ワ　

ヒ
ト
ツ　

コ
コ
ロ
ガ
ケ
オ　

カ
ン
ヌ
マ
イ
ヌ　

ゴ
ミ
ョ
ー
ダ
イ
ニ　

タ

チ
テ
ン　

コ
コ
ロ
ガ
ケ
シ
オ
ー
リ　

マ
タ　

ト
ゥ
ヌ
ウ
チ
ゥ
ヌ
メ
ー　

キ
ー
ヌ
カ
ン
バ　

ヒ
タ
ス
ラ　

ム
ヌ
イ
ワ
ン
ヨ
ー
ニ　

カ
ン
ヌ
マ
イ
ヌ

　

ダ
イ
リ　

ク
ク
ル
ユ　

ヒ
ト
ツ　

ヒ
キ
シ
メ　

オ
ー
リ　

ハ
ッ
ツ
ァ

ヌ
ユ
ー
ヌ　

マ
イ
ン
ガ
ナ
シ
ゥ
ヌ　

ゴ
ミ
ョ
ー
ダ
イ　

リ
ッ
パ
ニ　

タ

チ　

ト
ー
テ
デ
ィ　

ウ
モ
リ
ン
ユ
［keːraneːra m

aidaŋ niːɸaijuː 
m

ajaːjoːŋ hattsaːjoːnukoto juːnari datsɨkeɲja kokow
a 

çitotsu kokorogakeo kannum
ainu gom

joːdaini tatʃiteŋ 
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kokorogakeʃioːri m
ata tunuutsɨnum

eː kiːnukam
ba çitasura 

m
unuiw

aɲjoːni kannum
ainu dairi kukuruju çitotsu çikiʃim

e 
ʔoːri hattsanujuːnu m

aiŋganasɨnu gom
joːdai rippani tatʃi 

toːtedi ʔum
oriɲju

］［
皆
様
方
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

マ
ヤ
ー
ヨ
ー
（
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
儀
礼
の
夜
の
こ
と
）
の
、
明
日
の
夜
の

こ
と
を
言
い
ま
す
の
で
、
ひ
と
つ
、
心
が
け
を
。
神
の
前
（
神
さ
ま
）

の
御
名
代
に
立
つ
心
が
け
を
な
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
ま
た
、
殿
内
（
訪

問
先
の
家
の
こ
と
）
の
前
で
も
気
を
抜
か
な
い
で
、
ひ
た
す
ら
、
も
の

言
わ
な
い
よ
う
に
、
神
の
前
の
代
理
と
し
て
、
心
を
ひ
と
つ
、
引
き
締

め
な
さ
っ
て
、
明
日
の
夜
の
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
の
御
名
代
を
、
立
派
に

お
立
ち
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
と
思
い
ま
す
］

�

（
二
〇
〇
九
年
十
月
、
フ
ー
ム
ト
ゥ
か
ら
成
員
た
ち
へ
向
け
て
の
訓
示
）

　

こ
こ
で
は
、
神
の
名
代
と
し
て
、
心
を
引
き
締
め
て
、
ひ
た
す
ら
「
も

の
言
わ
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
こ
と
が
、
フ
ー
ム
ト
ゥ
か
ら
成
員
達
へ
、

儀
礼
前
日
の
集
ま
り
の
最
後
に
、
あ
ら
た
ま
っ
た
言
葉
遣
い
に
よ
っ
て
、

注
意
さ
れ
て
い
る
。
神
の
名
代
と
し
て
「
も
の
言
わ
な
い
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
フ
ー
ム
ト
ゥ
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

（
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
に
な
っ
て
い
る
間
は
）
二
人
、
ト
ゥ
ム
と
こ
う
し
て

歩
い
て
も
、
な
か
な
か
話
さ
な
い
よ
。
も
う
、
次
の
お
う
ち
、
次
の
お

う
ち
は
ど
こ
ど
こ
と
、
皆
あ
た
ま
に
入
っ
て
い
る
も
ん
だ
か
ら
、
も
う

そ
の
一
軒
終
わ
っ
た
ら
、も
う
、す
ぐ
次
の
お
う
ち
（
に
向
か
う
）。
ト
ゥ

ム
だ
ろ
う
が
ム
ト
ゥ
だ
ろ
う
が
、
早
い
人
が
ど
ん
ど
ん
先
を
歩
く
。

も
し
も
、（
若
い
ト
ゥ
ム
の
）
友
達
が
あ
っ
て
（
来
て
）、
な
ん
や
か
ん

や
言
わ
れ
て
も
、
ぜ
っ
た
い
、
も
の
言
う
こ
と
で
き
な
い
よ
、
棒
で
た

た
い
て
行
か
し
て
も
い
い
か
ら
と
、
一
応
話
し
て
あ
り
ま
す
。

�

（
二
〇
〇
九
年
十
月
、
下
の
村
の
フ
ー
ム
ト
ゥ
）

　

マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
儀
礼
の
夜
は
、
成
員
達
は
、
仲
間
同
士
だ
け
に
な
っ
て

も
話
し
て
は
な
ら
ず
、
無
言
の
ま
ま
儀
礼
過
程
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
る
。

若
い
成
員
に
同
世
代
の
友
人
が
寄
っ
て
く
る
と
い
っ
た
、
想
定
外
の
こ
と

が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
し
ゃ
べ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
注
意
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
と
し
て
の
ふ
る
ま
い
の
な
か
で
も
「
も

の
言
わ
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
成
員
達
の
間
で
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

成
員
以
外
の
人
々
も
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
を
「
も
の
言
わ
な
い
」
存
在
と
捉

え
る
こ
と
を
、
筆
者
は
何
回
か
聞
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
石
垣
島
内
の

他
集
落
か
ら
川
平
に
嫁
入
り
し
た
一
人
の
女
性
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

昔
は
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
が
こ
わ
か
っ
た
。
こ
こ
に
来
た
ば
か
り
の
頃
は
。

（
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
は
）
蓑
と
笠
を
着
け
て
、
歩
き
方
も
ザ
ッ
ザ
ッ
ザ
ッ

と
し
て
。
も
の
も
言
わ
ん
し
。

�

（
二
〇
〇
九
年
十
月
、
一
九
四
〇
年
代
生
の
女
性
）

　

成
員
達
は
神
の
名
代
と
な
る
う
え
で
の
心
得
と
し
て
、「
も
の
言
わ
な



43

い
」
こ
と
に
気
を
付
け
る
の
だ
が
、
成
員
以
外
の
人
々
も
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ

シ
を
ふ
つ
う
の
人
間
と
異
な
る
存
在
と
捉
え
る
根
拠
を
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ

が
「
も
の
言
わ
な
い
」
こ
と
に
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

六　

実
践
の
絡
み
合
い

　

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
の
成
員
達
は
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
る

以
外
に
は
、
神
と
し
て
「
も
の
言
わ
な
い
」
こ
と
を
心
が
け
る
。
も
っ
と

も
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
は
相
槌
な
ど
の
た
め
に
、
し
ば
し
ば
「
ン
ン
ー
」
と

い
う
声
を
発
す
る
。
す
な
わ
ち
「
も
の
言
わ
な
い
」
と
は
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ

シ
が
神
と
し
て
、
人
間
ら
し
い
こ
と
ば
を
話
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
を
、
各
家
に
お
い
て
迎
え
、
饗
応
す
る
役
割
を

果
た
す
の
は
、
各
家
の
当
主
で
あ
る
。
当
主
は
、「
も
の
言
わ
な
い
」
マ
ユ

ン
ガ
ナ
シ
を
前
に
、
酒
食
を
す
す
め
、
礼
を
言
い
、
翌
年
の
来
訪
を
た
の

み
、
次
の
家
へ
の
来
訪
を
促
す
と
い
う
一
連
の
儀
礼
過
程
を
進
行
さ
せ
る
役

目
を
負
う
こ
と
、
こ
の
時
当
主
は
、
川
平
方
言
で
敬
語
を
多
用
す
る
丁
寧

な
言
葉
遣
い
で
、
か
つ
、
カ
ン
フ
ツ
を
多
分
に
引
用
し
な
が
ら
、
話
し
か
け

る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
筆
者
は
既
に
指
摘
し
て
い
る
［
澤
井　

二
〇
〇
五
、二
〇
〇
七
な
ど
］。
こ
こ
で
は
、
既
発
表
後
の
調
査
か
ら
、
カ
ン

フ
ツ
の
引
用
が
顕
著
な
、
当
主
か
ら
神
へ
の
発
話
の
事
例
を
次
に
掲
げ
る
。

マ
イ
ン
ガ
ナ
シ
ゥ
ヌ
マ
イ
ヒ
サ
レ
ー　

マ
イ
ネ
ン　

ア
リ
ト
ー
ロ
ー

ル　

シ
チ
ゥ
ヌ
イ
ン
ヌ
ヨ
ー
ヤ　

ウ
イ
ヌ
シ
ゥ
マ　

カ
ン
ヌ
シ
ゥ

マ
ー
ラ　

フ
ー
ユ
ー
マ
ー
ユ
ー
バ　

フ
チ
ゥ
ポ
ー
ル　

マ
チ
ゥ
ポ
ー

ル
シ　

オ
ー
リ
ト
ー
ロ
ー
リ　

マ
イ
ダ
ン　

シ
ゥ
デ
ィ
ガ
フ
ユ
ー　

ウ
モ
リ
ル
ド
ゥ
グ
ン
ド
ゥ
ヤ
ル
ユ　

マ
イ
ン
ガ
ナ
シ
ゥ
ヌ
マ
イ
ヒ
サ

レ
ー　

マ
イ
ン
ガ
ナ
シ
ゥ
ヌ
マ
イ
ヌ　

カ
ザ
リ
ト
ー
ロ
ッ
タ
ヨ
ー
ニ

　

パ
イ
カ
ジ
ヌ
シ
ー
バ　

ニ
シ
ア
ズ
ラ　

マ
ク
ラ
シ　

ニ
シ
カ
ジ
ヌ

シ
ー
バ　

パ
イ
ア
ズ
ラ
マ
ク
ラ
シ　

シ
ュ
ー
ム
ヌ　

ツ
ク
ラ
バ
ン　

ノ
ー
リ
ユ
ー
ユ　

サ
ズ
ケ
シ
ゥ
ミ
ト
ー
リ
デ
リ　

フ
ァ
ー
マ
ー　

ナ

リ
ク
ー
バ
ン　

ア
デ
ィ
フ
キ　

コ
ー
デ
ィ
キ
ヌ
シ
ゥ
コ　

ツ
ー
サ
ア

ラ
ス
ミ
ン
ト
ー
リ
デ
リ　

マ
タ　

フ
ス
ウ
マ　

へ
ー
ナ
リ
ク
ー
バ
ン

　

イ
バ
ミ
チ
ゥ
ニ
オ
ー
バ　

シ
ゥ
ダ
マ
ヌ　

ユ
ン
ナ
ー
ル
ン　

シ
ゥ

コ　

マ
リ
パ
ン
ジ
ョ
ー
ン　

ア
ラ
ス
ミ
ン
ト
ー
テ
デ
ィ　

ウ
モ
リ
ル

ン
ド
ゥ
ン
ド
ゥ
ヤ
ル
ユ　

マ
イ
ン
ガ
ナ
シ
ゥ
ヌ
マ
イ
ヒ
サ
レ
ー
［
マ

ユ
ン
ガ
ナ
シ
様
、毎
年
あ
り
ま
す
、節
祭
の
戌
の
日
の
夜
に
、上
の
島
、

神
の
島
か
ら
、
富
世
、
真
世
を
打
ち
放
り
、
播
き
放
り
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
て
、
大
変
な
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ

シ
様
。
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
様
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
南
風
が
吹
け

ば
北
の
畦
を
枕
に
し
、
北
風
が
吹
け
ば
南
の
畦
を
枕
に
し
（
と
い
う

よ
う
に
）、諸
作
物
を
作
り
ま
す
な
ら
、稔
り
の
世
を
授
け
く
だ
さ
い
。

子
孫
が
生
ま
れ
た
ら
、
ア
デ
ィ
フ
木
、
コ
ー
デ
ィ
木
の
よ
う
に
強
く

あ
り
ま
す
よ
う
に
。
ま
た
、
牛
馬
が
生
れ
ま
し
た
ら
、
狭
い
道
に
出

ま
し
た
ら
数
珠
玉
が
弓
な
り
に
曲
が
る
よ
う
に
生
れ
繁
昌
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
と
思
い
ま
す
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
様
］

（
二
〇
〇
九
年
十
月
、
一
九
四
〇
年
代
生
の
当
主
か
ら
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
へ
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の
発
話
）

　

以
上
の
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
へ
の
発
話
の
う
ち
、
傍
線
部
が
、
カ
ン
フ
ツ
の

文
句
の
織
り
込
ま
れ
た
箇
所
で
あ
る
。「
上
の
島
、
神
の
島
か
ら
、
富
世
、

真
世
を
打
ち
放
り
、
播
き
放
り
し
て
」
と
は
、
カ
ン
フ
ツ
の
前
半
で
繰
り

返
さ
れ
る
表
現
で
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
が
今
日
の
日
に
、
川
平
の
人
々
の
田

地
に
果
報
を
振
り
ま
き
な
が
ら
こ
こ
に
降
り
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ

の
発
話
で
当
主
か
ら
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
に
対
し
て
も
、
同
じ
表
現
に
よ
っ
て

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
実
っ
た
稲
穂
を
描
写
す
る
「
南
風
が
吹
け

ば
北
の
畦
を
枕
に
し
、
北
風
が
吹
け
ば
南
の
畦
を
枕
に
し
」、
人
間
の
身

体
が
健
康
で
強
い
さ
ま
を
い
う
「
ア
デ
ィ
フ
木
、コ
ー
デ
ィ
木
の
よ
う
に
」、

牛
馬
が
「
狭
い
道
に
出
ま
し
た
ら
数
珠
玉
が
弓
な
り
に
曲
が
る
よ
う
に
」

な
る
ほ
ど
に
増
え
る
よ
う
に
と
い
っ
た
、
カ
ン
フ
ツ
の
表
現
が
そ
の
ま
ま

引
用
さ
れ
て
、
当
主
か
ら
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
に
述
べ
ら
れ
る
。
当
主
と
し
て

の
神
へ
の
こ
の
よ
う
な
発
話
は
、「
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
に
立
っ
た
人
で
な
い

と
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
当
主
役
に
は
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
の
元

成
員
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
こ
と
を
、
筆
者
は
既
に
指
摘
し
て
い
る
［
澤

井　

二
〇
〇
五
、二
〇
〇
七
、二
〇
〇
八
な
ど
］。

　

す
な
わ
ち
こ
こ
に
は
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
の
成
員
の
「
も
の
言
わ
な
い
」

と
い
う
神
と
し
て
の
実
践
と
、
そ
う
し
た
神
に
対
し
て
、
こ
の
儀
礼
の
場

に
特
有
の
言
葉
遣
い
で
話
し
か
け
る
当
主
の
実
践
の
応
酬
が
あ
る
。
そ
こ

で
当
主
が
神
に
話
し
か
け
る
実
践
の
背
景
に
は
、
か
つ
て
の
成
員
と
し
て

の
、
ブ
リ
カ
タ
を
た
よ
り
に
し
た
カ
ン
フ
ツ
の
習
得
と
実
践
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
儀
礼
の
場
で
は
、
神
と
し
て
の
マ
ユ
ン
ガ
ナ

シ
の
「
も
の
言
わ
な
い
」
実
践
と
、
元
成
員
に
よ
る
、
か
つ
て
習
得
し
た

カ
ン
フ
ツ
を
め
ぐ
る
発
話
の
実
践
と
い
う
、
複
数
の
実
践
の
絡
み
合
い
を

指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
の
成
員
達
が
儀
礼
に
向
け
て
カ
ン
フ
ツ
を
練

習
す
る
場
を
検
討
し
、
カ
ン
フ
ツ
を
声
と
し
て
儀
礼
の
場
に
現
出
さ
せ
る
責

任
を
も
つ
成
員
に
よ
っ
て
、
カ
ン
フ
ツ
を
め
ぐ
り
習
得
の
う
え
で
留
意
さ
れ

る
事
柄
―
ブ
リ
カ
タ
の
あ
り
よ
う
と
、
そ
の
習
得
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
成
員
達
が
心
が
け
る
べ
き
と
さ
れ
る
、
神
と
し
て
の
声
の
規
範
―

カ
ン
フ
ツ
以
外
に
は
「
も
の
言
わ
な
い
」
こ
と
―
に
着
目
し
、
そ
う
し
た

儀
礼
的
実
践
が
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
を
迎
え
る
側
の
人
々
に
よ
る
実
践
と
絡

み
合
い
な
が
ら
、
儀
礼
の
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
提
示
し
た
。

　

今
日
の
文
学
発
生
論
の
流
れ
に
お
い
て
は
、
狩
俣
恵
一
に
よ
り
、
カ
ン

フ
ツ
を
「
神
の
こ
と
ば
」
と
見
な
す
前
提
が
問
い
直
さ
れ
、
テ
キ
ス
ト
の

精
確
な
分
析
の
も
と
、
琉
球
列
島
の
地
域
的
拡
が
り
に
お
け
る
カ
ン
フ
ツ

の
位
置
付
け
が
行
な
わ
れ
て
い
る
［
狩
俣　

一
九
九
九
］。
ま
た
、
八
重

山
の
仮
面
・
仮
装
神
と
、
そ
れ
ら
の
神
々
が
「
自
ら
語
り
、
宣
り
あ
る
い

は
謡
う｣
歌
謡
の
関
係
を
検
討
し
た
波
照
間
永
吉
は
、
八
重
山
に
お
い
て

は
、
沖
縄
や
宮
古
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
女
性
神
役
が
自
ら
神
と
し
て
発
す

る
歌
謡
が
少
な
い
の
に
対
し
、
仮
面
・
仮
装
の
神
々
と
関
わ
る
歌
謡
が
豊
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富
で
あ
る
と
指
摘
す
る
［
波
照
間　

一
九
九
八
］。
こ
れ
ら
の
研
究
に
お

い
て
は
、
琉
球
列
島
に
お
け
る
カ
ン
フ
ツ
、
ま
た
琉
球
列
島
に
お
け
る
八

重
山
の
儀
礼
歌
謡
の
位
置
付
け
が
、
着
実
な
手
続
き
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
研
究
へ
の
具
体
的
な
貢
献
を
目
途
に
、
本
稿
で
示
し
た
視
点
―

一
集
落
の
一
つ
の
儀
礼
に
お
け
る
個
々
の
こ
と
ば
の
実
践
実
態
、
ま
た
そ

れ
ら
の
絡
み
合
い
を
捉
え
る
視
点
か
ら
、
こ
と
ば
の
営
み
の
地
域
的
特
質

を
さ
ら
に
探
っ
て
い
き
た
い
。

注（
１
）	

こ
う
し
た
文
学
発
生
論
は
、
折
口
信
夫
の
学
説
を
背
景
と
す
る
。
折

口
は
一
九
二
一
年
に
沖
縄
を
、
一
九
二
三
年
に
八
重
山
を
訪
れ
て
お

り
、
こ
の
採
訪
は
、「
国
文
学
の
発
生
」
論
の
成
立
に
影
響
を
及
ぼ
し

た
と
さ
れ
る［
長
谷
川　

一
九
七
七　

二
三
二
頁
］。「
国
文
学
の
発
生
」

に
は
、
た
と
え
ば
そ
の
第
三
稿
中
の
「
遠
所
の
精
霊
」［
折
口
信
夫
全

集
刊
行
会
編　

一
九
九
五　

二
五
～
三
〇
頁
］
な
ど
に
、
沖
縄
の
事

例
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
南
島
歌
謡
研
究
に
お
け
る
文
学
発
生
論

は
、
こ
う
し
た
、
成
立
・
内
容
と
も
に
琉
球
列
島
の
事
例
と
深
く
関

わ
る
折
口
の
学
説
を
有
力
な
基
盤
と
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
た
。

（
２
）	

喜
舎
場
永
珣
［
一
九
七
七
］、
宮
良
賢
貞
［
一
九
七
三
］、
比
嘉
政

夫
［
一
九
八
三
］
な
ど
。

（
３
）	

マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
の
ム
ト
ゥ
を
取
る
こ
と
は
、｢

ム
ト
ゥ
シ
ケ
ー

［m
utuʃikeː

］
す
る
」
と
も
言
わ
れ
て
い
た
（
二
〇
〇
九
年
一
月
、

一
九
二
九
年
生
の
元
成
員
に
聞
く
）。

（
４
）	

二
〇
〇
八
年
七
月
、
一
九
三
六
年
生
の
男
性
に
聞
く
。

（
５
）	

二
〇
〇
九
年
十
月
の
調
査
中
、
若
い
世
代
の
成
員
か
ら
、
カ
ン
フ

ツ
の
習
得
を
効
率
化
す
る
新
し
い
試
み
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
っ

た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
は
、
そ
れ
ま
で
五
十
年

に
わ
た
り
下
の
村
の
フ
ー
ム
ト
ゥ
を
つ
と
め
た
男
性
（
一
九
三
四

年
生
）
が
、新
し
い
フ
ー
ム
ト
ゥ
と
交
代
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

今
後
、
儀
礼
の
存
続
と
変
化
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
、
調
査
を

継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
６
）	

下
の
村
の
カ
ン
フ
ツ
の
各
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
表
を
参
照
。

表
中
の
「
章
の
名
前
」
は
、『
川
平
村
の
歴
史
』［
川
平
村
の
歴
史

編
纂
委
員
会
編
一
九
七
六
］
中
、
一
〇
七
～
一
二
一
頁
・
一
二
二

～
一
三
二
頁
か
ら
引
用
し
た
。『
川
平
村
の
歴
史
』
に
お
い
て
は
、

下
の
村
の
冒
頭
二
つ
の
章
に
は
章
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

こ
こ
で
は
同
様
の
内
容
を
も
つ
上
の
村
の
章
の
名
を
、「（
果
報
の

年
）」「（
田
原
）」
と
カ
ッ
コ
内
に
記
し
た
。

（
７
）	

引
用
は
い
ず
れ
も
、『
川
平
村
の
歴
史
』
の
該
当
箇
所
を
参
照
し
、

筆
者
が
聞
き
取
り
調
査
に
基
づ
き
一
部
表
記
を
改
め
た
。

（
８
）	

上
の
村
で
は
、
ど
の
ム
ト
ゥ
に
習
っ
た
か
に
よ
っ
て
、
節
回
し
に
異

な
る
特
徴
が
出
る
一
方
、
下
の
村
は
二
〇
〇
九
年
現
在
の
成
員
全

員
が
、
二
〇
〇
九
年
ま
で
在
任
し
た
フ
ー
ム
ト
ゥ
に
カ
ン
フ
ツ
を

習
っ
た
た
め
、
ブ
リ
カ
タ
が
統
一
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
二
〇
〇
九

年
十
月
、
一
九
三
四
年
生
の
下
の
村
の
フ
ー
ム
ト
ゥ
に
聞
く
）。

（
９
）	

「
ツ
ラ
ス
」
に
関
連
す
る
単
語
を
『
石
垣
方
言
辞
典
』
に
探
す
と
、
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「
チ
ゥ
ラ
ー
シ
ゥ
ン
［tsɨraːsɨŋ

］ 「
連
れ
さ
す
」
の
意
。
①
並
ぶ
。

②
並
べ
る
」（
宮
城　

二
〇
〇
三　

五
六
六
～
七
）
が
見
出
せ
る
。

（
10
）	
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
が
発
す
る
「
ン
ン
ー
」
の
二
番
目
の
「
ン
」
は
、

両
唇
鼻
音
［m

］
あ
る
い
は
軟
口
蓋
鼻
音
［ŋ

］
が
帯
気
音
化
し
た

音
声
で
あ
り
、
聴
覚
的
に
は
日
本
語
の
「
フ
」
と
似
て
い
る
。
宮

良
當
壮
は
こ
れ
を
、「
ン
ン
ー
［ŋ `ŋː

］（
第
二
音
節
の
ン
は
有
気

音
を
含
む
）」（
宮
良　

一
九
八
一　

三
七
一
）
と
記
し
て
い
る
。

（
11
）	

本
節
の
以
下
と
次
節
で
は
、
宮
城
［
二
〇
〇
三
］
に
従
っ
た
表
記

法
に
よ
っ
て
、発
話
の
音
節
表
記
と
対
訳
を
掲
げ
、紙
幅
の
都
合
上
、

本
節
の
み
に
国
際
音
声
字
母
に
よ
る
表
記
を
付
す
。
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